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1998年前後 カリキュラムマネジメントの用語を使用した研究の登場 ※研究では「・」のない表記が多く使われている

「連関性」と「協働性」、PDCAサイクル、学校外部との連携・協働、実証化、実践化、ワークショップ型研修など方法論開発

1958年 学習指導要領「告示」
1950〜60年代 教育課程行政論、教育課程管理論

1970年代 学校を基礎としたカリキュラム開発(School Based Curriculum Development）の紹介
1970〜90年代 各学校が主体となる教育課程経営論 教師は授業経営者でカリキュラム・メーカー

学校の教育目標の具現化、教育活動と条件整備の対応、 PDSサイクル

1998/99年 学習指導要領改訂 「総合的な学習の時間」新設：全ての学校において、カリキュラム開発が必須
1998年 中教審答申「今後の地方教育行政の在り方について」：学校の自主性・自律性の強調、裁量権限拡大

特色ある学校づくりが求められる

第
２
期

2003年 中教審答申「初等中等教育における当面の教育課程及び指導の充実・改善方策について」で言及
以降，政策文書での言及が重ねられていく

2004年 教員研修センター（現：教職員支援機構）「カリキュラム・マネジメント指導者養成研修」開始

2017/18年 学習指導要領の鍵概念として「カリキュラム・マネジメント」明記

資質・能力、主体的・対話的で深い学び、社会に開かれた教育課程、「三側面（教科等横断的、評価・改善、人的物的資源）」

第
３
期 2020年 コロナ禍の影響下におけるカリキュラム・マネジメント実践、GIGAスクール加速化

第
１
期

2025-6年 学習指導要領改訂に向けて「新たなカリキュラム・マネジメント」を議論中
主体的・対話的で深い学びの実装，多様性の包摂，実現可能性の確保，柔軟な教育課程，調整時数制度

各学校による主体的なカリキュラム開発や教育課程編成・実施・評価・改善を支える概念として発展

ますます重要に
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今回事務局「カリキュラム・マネジメント」整理の意義

• カリマネの目的「何のために行うか」の意識化を促す

• カリマネを学校の「課題解決過程」として整理

• カリマネが「動的」な営みであることを示唆

年度途中の柔軟な変更・調整，「循環」的な営み

・学校教育目標や経営方針も，必要に応じて柔軟に見直す対象

• 教職員のみならず地域住民や児童生徒などとの対話・協議の重視

• 「教育課程の編成・実施・調整」と「人的・物的環境の整備」の対応関係

「何を実施しないか」にも言及

教育委員会の役割（条件整備・伴走支援）に言及 3



「３ステップ」の意義と留意点

「何から始めればよいかわからない」学校への手がかりとなる可能性

導入への心理的負荷の低減，理解形成の入口として機能する可能性

一方で，学校の実態・課題・資源・戦略等は多様

すでに独自のカリマネに取り組む学校も多い

研究・実践の双方から多様なマネジメントサイクルが提案・実施されてきた

例）PDS（Plan-Do-See）→SPD，PDCA（Plan -Do -CheckーAct)→CAPD, DCAP， R-PDCA，

ダブルループ学習，SECIモデル，OODAループ，AARサイクルの応用 他

文部科学省委託研究「これからの時代に求められる資質・能力を育むためのカリキュラム・マネジメントの

在り方に関する調査研究（令和元・２・３・４年度）

※「３ステップ」を契機として参考に着手した学校が，それぞれの実態や課題，資源，戦略等に応じ
て，あるいは実践を通して，柔軟にカリキュラム・マネジメントを自校化・発展・最適化していくこ
とが重要
※すでに独自に取り組んできた学校に対して，規制的・画一的に働かないよう配慮することも必要
※カリキュラム・マネジメント自体が，今後も学校実践の中で開発され続けていくことを期待したい
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さらに検討・発展が期待される点

カリキュラム・マネジメント自体の捉え方や記述

・カリマネの「三側面」で示した要素は引き続き重要

それぞれの重要性が失われたわけではないことを強調すべき

・調整時数はカリマネの重要な要素だが目的ではない

手段の目的化とならないよう万全の注意を。

・「教育課程の編成・実施・調整」と「人的・物的環境の整備」のつながりを文章・図で明記

カリキュラム・マネジメントと関連する論点

• 学校評価との関係整理 

• 高校におけるスクール・ポリシーを起点としたカリキュラム・マネジメント 

• 「総合的な学習/探究の時間」等との関係（カリマネの軸）

マネジメントの在り方

• 日常的な形成的評価と総括的評価の接続 

• 教育行政による学校の条件整備と伴走支援

学習指導要領本体と解説との棲み分け

• 「３ステップ」の具体など方法論，実践事例は解説や指導資料へ

• デジタル媒体等を活用した継続的更新 5
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